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　筆者は Tanaka (2001) において、会話でのやりとりを分析する際に考慮すべき
役割として、「社会役割」「対人関係役割」「活動役割」を提案し、Tanaka (2005) (2006)




に転居した 2011 年 9 月 6 日から、同 30 日までの会話に焦点をあて、環境の変化
の中で両者が葛藤し、どのように新しい関係性を構築しようとしているかを考察
する。
Communication between an Elderly Mother and her Daughter:
in Conflict between Independence and Dependence
TANAKA Noriko
Abstract
　　Tanaka (2001) proposed three categories to examine the interaction in 
conversation:  ‘societal roles’, ‘interpersonal roles’1 and ‘activity roles’.  In Tanaka 
(2005)(2006), the categorization was applied to analyze a telephone conversation 
between a mother and her daughter (28 September, 2004), and examined how these 
roles affected their communication.
　　In this paper, telephone conversations the same mother and her daughter had 
seven years later are used as the main data for analysis.  It is examined how the 
change of their roles affects their discourse.  The focus is on their conversation from 
6 September 2011, when the daughter moved close to her elderly mother, to the end 
of the month.  Analyzing the discourse, it is considered what conflict they feel in the 





1  Tanaka (2001) はこれを ‘personal relationship role’ と名付けたが、Thomas (2001) の提案に従い、そ
の後 ‘interpersonal role’ という呼び方を用いることとした。
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Thomas (1986: 92) は、インターアクションを分析する際「社会的役割 2」 (social role) と「談
話役割」 (discourse role) とを分けて考えるべきだと指摘した。この概念を発展させ、Tanaka 
(2001) は、「社会的役割」をさらに「社会役割」(societal role)「対人関係役割」(interpersonal 
















社会役割      対人関係役割      活動役割 
 
例．職業としての教員  例．先生―学生  例．授業における教師 
(Tanaka 2001: 70-74 参照)   
 
2   これらの邦訳は筆者による。また、Tanaka（年号）は筆者が英語で執筆した論文を意味し、以下そ
の邦訳は筆者自身が行う。既存の邦訳のある他の文献の訳者については参考文献を参照されたい。
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思いつき、2003 年 6 月に母の許可 3 を得てその会話録音を開始した。自宅の固定電話から
ほぼ定時にかけるものを中心に録音していたため記録は毎日ではないが、カセットテープ












　本論では、2004 年 9 月 28 日に録音した電話による会話（以下、データ (2004) と呼ぶ）と、
2011 年 9 月 6 日から同月 30 日の間に録音した電話による会話（以下、データ (2011）と呼ぶ）
を扱う。詳細を表 1 に示す。
表 1．データ
 データ（2004） データ（2011） 
収録日 2004 年 9 月 28 日 2011 年 9 月 6 日、9 日、12 日、13 日、
14 日、15 日、19 日、22 日、23 日、 
24 日、26 日、27 日、29 日、30 日 
媒体 電話 電話 
参与者 母（M） 73 歳 80 歳 
娘（D） 50 歳 57 歳 
 
3   この時の許可は口頭のものであったが、その後、念のため確認的に、2008 年 8 月に本人の署名・
捺印の形で書面による許可を取った。
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データ (2004) は一日のみ、データ (2011) は 14 日間を対象としており、その意味では等価
の比較対象とはならないが、前者は過去に執筆した論文に用いたデータであり、後者との
関係性の変化を示すために引用する。データ（2011）で上記 14 日間を対象としたのは、D
が M の近くに転居した 9 月 6 日から約一ヵ月間の特徴と変化を見るためである。
３．枠組みの適用
3.1　データ (2004) 







　上記の役割は、 データ (2004) のやりとりに様々な形で表現されている。例えば、対人関




者になる可能性をもっていると言える（表 2 の点線は役割交換の可能性を示す）。M は 73
歳という高齢ではあるが、だからこそ事柄によっては D より経験や知識において勝るこ
ともあり、情報提供などによって助力者の役割を演じることも稀ではなかった。
　例えば、M には長女である D の他に知的障害をもつ次女が居り、その介助について D






焦点 基本役割 基本役割 発話行為役割 
M 
(73 歳) 








教員 仕事を持つ 娘 
M:母, D:娘                           (Tanaka 2006: 126 参照) 
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　しかし、この関係は変化せざるを得なかった。M が 80 歳近くになった頃から物忘れが








　だが、M の加齢に伴って、その役割関係も変化せざるを得なかった。そもそも D の転
居自体、認知症の出始めた母を助けることが目的であり、それによって顕著になった役割
関係は以下のようなものである。上記の表 2 との違いを下線で示す。
4     (…)  筆者による省略部分を表す。その他の文字化記号については巻末を参照されたい。
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焦点 基本役割 基本役割 発話行為役割 
M 
(80 歳) 主婦 
高齢の 
認知症を持つ
母 被介護者 被助力者 
D 
(57 歳) 教員 仕事を持つ 娘 介護者 助力者 









　引っ越し当日の電話でも、シルバーパス 5 の申請に出かけるという M に対し、D は「助
力者」としてあれこれと注意している。例えば：
922 6 D お財布にお金が入ってるのを確かめないと
923 M ああ、そうね








（2011 年 9 月 6 日）
実際に M は財布に僅かの小銭しか入れていないことがあり、それを心配しての指摘なの
だが、上記 927 の笑いからも分かるように M 本人は大丈夫だと感じているため、D の指
摘は煩わしいものであったろう。
5   高齢者のためのバス乗車用カード。申請時に一定額を支払うと一年間無料でバスに乗れる。
6   2011 年 9 月 1 日の談話から通し番号を付している。
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（2011 年 9 月 6 日）
3.2.3　調整：役割逆転の試み
　D にも、自らの「助力者」という役割を固定させたくないという思いがあり、これを逆












（2011 年 9 月 9 日）
3.2.4　役割への不満
　だが、真の意味で相互協力関係が取り戻せたわけではない。基本的に D が M を心配し、
細かいことにまで注意するというパターンが続いており、M にとっては煩わしくもあっ
たはずだ。熱中症を心配する D に対し、M (1120) がやや皮肉を込めて応対する場面も見
られる。
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（2011 年 9 月 12 日）
　D の転居から約一週間後の夜、M はこの状態に我慢できなくなったようで、その気持
ちを D に電話でぶつけてきた。しかし、D は自分の行為を干渉とは捉えておらず、心遣
いが好意的に受け取られないことに納得がいかなかった。仕事をもつ D には、M を十分
に介助できていないという負い目もあり、だからこそできることはさせて欲しいと感じて
いた。








（2011 年 9 月 13 日）
3.2.5　調整：相互承認のスタンス

















（2011 年 9 月 14 日）




1283 M うーん、でもほんとにねえ、口子 7 がいてよかったなあと思うよ
1284 D （笑）そう？




の翌日、M はすぐ近くにある D の住むマンションのポストに絵葉書を入れて行った。
「自分ながら大人気のない事と反省しています　長く続いた口子との関係を希んでい
ます　三人家族の幸を続けて行きたいと思っています」
（2011 年 9 月 19 日付）
　さらに M は電話で以下のように謝り、D もそれを受け和解しようとしている。
7   D の名前
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（2011 年 9 月 19 日）









1722 M ほんとになんか (1s)、隠したりなんか（1s) したじゃない？
1723 D （笑）なに、Suica8 なくしたこと？
1724 M (1s) うん
1725 D （笑）だから、そういうことはさあ、言ってもらったほうがさあ、ああ、じゃ、
それ私がやってくるよってすぐできることもあるんだよ






1749 D うーん、だからそんなに悩まないでよ、1 個 1 個のことにさあ
1750 M いや、なんか悪さと自分の愚かさと
（2011 年 9 月 19 日）
8   交通機関用プリペイドカード。2013 年 5 月に M がグループホームに入所した後、家を片づける
と数枚のカードが出てきた。失くすたびに黙って買いに行っていたようだ。
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　自分の認知的衰えを日々感じていたであろう M にとって、気楽に助けを求めることは
























（2011 年 9 月 19 日）
　D に頼らず、自分で何とかしようとする M の姿勢はその後も変わらなかった。しかし、
物事の判断が上手くできなくなってきてもあくまでも自立していたいという M の欲求は、
しばしば D を苛立たせることになった。M の行動の「後始末」に奔走しなければならな
いこともあったからである。
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　次の例では、Suica がまたなくなったので買いに行くという M を D が止めようとしてい
るが、D の「デス・マス体」使用に苛立ちが感じ取れる。
2131 M Suica を今日買いにいこうと思ってたの
2132 D いいえ、Suica はこないだ買ってきてそこにありますよー





























清泉女子大学紀要　第 61号　2013 年 12 月
2358 D （笑）［まあ、そうだけど］、うん






















（2011 年 9 月 27 日）
　しかし、相互的な役割関係を保つことは困難であった。さまざまな経緯の後、D の転居
から１年 9 ヶ月ほど経った 2013 年 5 月 24 日、M はグループホームに入所し、10 年ほど

























M, D   参与者
、  	 短い音の区切り（音が区切れていない場合には、読点は用いない。文の終わりに
も句点は用いない。）
(  s)   ポーズ（長いポーズについては (2s) のように、おおよその秒数で示す。）
？　 音の上昇（音が上がる場合には、疑問文でなくても？をつける。）
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